
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 砂質土を使用した最終覆土の浸透水移動性評価 
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発表内容 最終処分場の最終覆土は浸出水処理量削減の観点から透水性が低い土質

が望ましいとされるが、廃棄物層の安定化を促進させる上では透水性と透

気性が高いものが有利であると推察される。そこで、実際の処分場におい

て通常時と部分的なキャッピングをした場合の砂質覆土の土壌水分量を調

査した。浅層部は深層部に比べて変動が大きく、これは降水が地表から深

部に浸透することと蒸発が原因と考えられた。また、深層部の水分量は場

所により異なり、透水性が高い砂質土でも浸透水の移動しやすさに差があ

ることが示唆された。さらに、１０ｍ四方のキャッピングを行った場合も、

その下部の土壌水分量は周辺と差がみられず、キャッピングの表面遮水に

よる影響よりも水平方向の水の移動しやすさの影響が大きいことが示され

た。 

 


